
本
日
の
資
料
の
位
置
づ
け

１
現
状
・
課
題
の
客
観

的
分
析
・
確
認
（
前
回
の
議
論
を
踏
ま
え
て
本
日
掘
り
下
げ
）

・
財
政

が
厳

し
く

な
っ
た

理
由

（
収

支
の
不

均
衡

，
将

来
負
担

の
増

大
）

→
資
料

４
，
５

・
国
の

義
務

付
け

の
な
い

歳
出

（
収

支
の
不

均
衡

の
一

因
）
に

は
何

が
あ

る
の
か

→
資

料
６

・
高
齢

者
人

口
の

増
加
，

そ
れ

を
支

え
る
生

産
年

齢
人

口
の
減

少
(
社

会
福

祉
の
増

大
・

持
続

困
難
の

一
因

)

→
資

料
７

２
対
策
の
方
向
性
（
本

日
以
降
，
５
回
に
分
け
て
議
論
）

①
歳

入

・
京

都
の

強
み

を
税
収

増
に

つ
な

げ
る
ま

ち
づ

く
り

・
課

税
自

主
権

の
更
な

る
活
用

・
保

有
資

産
の

総
点
検

と
更

な
る

活
用

な
ど

②
歳

出

・
国

の
義

務
付

け
の
な

い
歳

出
等

の
点
検

（
社

会
福
祉

→
資
料

８
，

公
営

企
業
へ

の
繰

出
金

，
そ
の

他
の

事
業

）

・
行

政
の

仕
事

の
あ
り

方
の

見
直

し
と
効

率
的

な
執

行
体
制

の
確
立

・
効

果
的

な
投

資
事
業

の
推

進
と

市
債
の

償
還

も
含

ん
だ
公

費
負

担
の

軽
減

な
ど

※
今

後
，

必
要

と
な
る

対
策

の
規

模
に
つ

い
て

は
，

９
月
～

１
０

月
頃

に
提
示

予
定

資
料
３
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社
会
福
祉
の
点
検
の
対
象
と
視
点

１
老
人
福
祉
費

の
主
な
事
業

歳
出
水
準
の

他
都
市
平
均
と

の
か
い
離
が
最

も
大
き
い
老
人

福
祉
費
の
主
な

事
業

で
あ
る
，
介
護

保
険
，
後
期
高

齢
者
医
療
に
つ

い
て
，
本
市
の

特
徴
を
分
析

・
制
度
の
運
用

は
国
基
準
ど
お

り
だ
が
，
歳
出

抑
制
に
工
夫
の

余
地
は
な
い
か
？

２
多
額
の
公
費

を
投
入
し
，
利

用
者
負
担
の
軽

減
を
し
て
い
る

事
業

（
国
民
健
康
保

険
）

３
本
市
独
自
に

実
施
し
て
い
る

事
業

（
敬
老
乗
車
証

制
度
，
学
童
う

歯
対
策
事
業
，

被
災
者
住
宅
再

建
支
援
事
業
）

上
記
２
，
３

に
つ
い
て
は
，

こ
れ
ま
で
，
国

，
他
都
市
，
本

市
の
外
部
監
査

等
に

お
い
て
，
見
直

し
の
必
要
性
が

指
摘
さ
れ
て
き

た
も
の
等
を
ピ

ッ
ク
ア
ッ
プ

・
事
業
を
持
続

さ
せ
る
た
め
の

財
政
的
な
裏
打

ち
を
ど
う
確
保

す
る
か
？

・
時
代
の
変
化

も
踏
ま
え
，
こ

れ
ま
で
の
見
直

し
の
議
論
は
現

時
点
で
も
有
効

か
？

・
見
直
し
に
当

た
っ
て
，
関
連

施
策
や
市
民
負

担
の
状
況
は
ど

う
か
？
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